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相馬御風歌幅「はちの子に」
松本 智子（特別資料室）
【図版１】
早稲田大学校歌「都の西北」を作詞したことで知られる相馬
御風（1883－1950）は、新潟県糸魚川に生まれ、本学英文科
に学び、「早稲田文学」の編集に従事するとともに、自らも多く
の評論や作品を残した。大正5（1916）年、33歳にして東京を
離れ、郷里の糸魚川で暮らすようになってからは、江戸時代
の僧良寛（1758－1831）に傾倒し、晩年に至るまでその研究を
続け、20冊にもおよぶ関係書籍を著している。当時、歌人や
画家、書家など様々な分野の人々の間で良寛が注目されて
おり、その中でも御風は市島謙吉（春城）をして、「良寛研究の
第一人者」（注1）と言わしめたほどの業績を残している。
彼の自筆資料の多くは糸魚川歴史民俗資料館《相馬御風
記念館》に所蔵されるが、「お膝元である旧糸魚川町区域で
は「一家に一点以上ある」といっても過言ではない」（注2）と言
われるほど巷間にも流布している。当館でも、校歌をはじめ、
数点の自筆資料を所蔵するが、このたび興味深い資料を収
蔵できたので、以下に簡略な紹介を行っておきたい。
当館がこれまでに収蔵した御風自筆資料は次の通りである
（請求記号順）。
「越後より」草稿 ヘ2-8100-39
相馬御風短歌「ふきのたうの」 へ4-8129
「わかり切った事？」 ヘ10-7255
「びろうな話」草稿 ヘ10-7366
「雪は消えて春は来る」原稿 ヘ10-5411
早稲田大学校歌 ト10-1753、ト10-2268、ト10-2749
相馬御風短歌「大そらを」 ヌ4-4899-34
相馬御風書簡帆足圖南次宛 ヌ4-4899-35、36
「追憶二三」草稿 文庫14-Ａ175
相馬御風和歌画讃「しばらくは」 文庫14-Ｂ78
同「たちとまり」 文庫14-Ｂ79
相馬御風書簡本間久雄宛 文庫14-Ｃ56
これらの中には、良寛の住していた五合庵を訪ねた際に詠ん
だ画讃「たちとまり」や、良寛の妹妙現尼について書き記した
「相馬御風書簡本間久雄宛」はあるものの、その半生をかけて
取り組んだ良寛研究に関する資料は少ない。
このたび収蔵した自筆資料（以下、本資料とする）【図版１】
は、御風が愛慕してやまない良寛を詠んだ和歌画賛である。
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本年7月に行われた明治古典会第48回七夕古書大入札会に
おいて落札した。
資料名 相馬御風歌幅「はちの子に」
形態 １軸 紙本墨書
寸法 縦133.1×横33.5㎝（外寸205.0×52.7㎝）
請求記号 チ6-4786
〈釈文〉 良寛さまをおもふ
はちの子におちくりあまた
ひらひためたれりとひとり
ほゝえみにけむ
御風「御風」（朱長方印）
歌意を考慮し整定本文を示すと次のようになる。
良寛さまを思ふ
鉢の子に落ち栗あまた拾ひため
足れりと一人微笑みにけむ
鉢の子とは僧侶が托鉢の時に所持する器のことで、良寛が常
に携帯し、また和歌にも好んで詠んだものであり、手鞠とともに
良寛を象徴するものと言える。「ひらう」は「ひろう（拾）」に同じ。
歌意は「鉢の子に落ちた栗を沢山拾い集めて、これで十分だ
と良寛さまは一人微笑んだのだろうなあ」。歌を理解すると、本
紙に描かれた一見分かりにくい絵は、鉢の子と栗であることが
首肯されよう。
当該歌ならびに〈鉢の子と栗〉の画は、御風が好んで筆を執
ったもので、糸魚川歴史民俗資料館《相馬御風記念館》や出
雲崎の良寛記念館にも複数所蔵されており、『相馬御風遺墨
集図版篇』(注3)で確認することができる。
いずれの資料も、制作時期が不明でかつ当該歌は御風の
どの著作にも見出せないため、いつごろ詠まれたものか俄か
に判断しがたい。ただし、本資料については、その落款【図版
2】から昭和10年から15年ころに揮毫されたものかと推定される
（注4）。
【図版２】
昭和10年から15年ころといえば、御風の著作において『良
寛百考』『続良寛さま』（ともに昭和10年刊行）、『良寛と貞心』
『良寛和尚』（ともに昭和13年刊行）、『一茶と良寛』『良寛を語
る』（ともに昭和16年刊行）など、良寛に関するものが次々と上
梓された時期で、その中には以下に示すように「良寛を思う」
「鉢の子」「栗」といった当該歌を構成する要素が散見される。
紙幅の都合で本文を全て掲げることはできないが、『続良寛さ
ま』には詩「栗焼き」を載せ、良寛歌「月よみの光を待ちて帰り
ませ山路は栗の毬の多きに」に関する短文「栗のイガ」も収録
する。また、御風の良寛研究の集大成ともいうべき『良寛を語
る』では、「良寛さまをおもふ」という詞書を持つ自身の歌を扉
の図版として掲載している。更に、同書に収録された「良寛さ
まの鉢の子と雲照律師」では「置き忘れられた鉢の子の取り上
げられるべき時が来たのだ」と述べ、「時局下良寛をおもふ」で
は「かゝる時局下に於てこそ、私たちは良寛和尚を思ふべきで
ある」と強く主張する。
御風一人雑誌『野を歩む者』でも、昭和12年刊行の第41号
と翌年刊行の第45号にそれぞれ所蔵者の異なる「良寛和尚
遺愛の鉢の子」を写真図版としている。
本資料は、上記のような著作と連動して制作されたことは間
違いなく、良寛研究に心血を注いだ御風の昭和10年代前半
における意識を端的に示す貴重な資料と言えよう。
なお、本資料は御風自筆の早稲田大学校歌などとともに、
図書館企画展「人がうたをつくるとき」（於早稲田大学総合学
術情報センター2階展示室、2013年10月18日～11月20日）に
おいて展示される。是非とも御覧頂きたい。
（注1）『擁炉漫筆』所収「『続良寛さま』を読む」（書物展望社、
1936年刊行）に拠る。
（注2）『相馬御風遺墨集 資料研究篇』（相馬御風遺墨集刊
行委員会、2010年刊行）「後記」（小林猛生執筆）に拠る。
（注3）相馬御風遺墨集刊行委員会、2010年刊行
（注4）糸魚川歴史民俗資料館《相馬御風記念館》小林猛生氏
のご教示によると、本資料に押された印は「昭和10年ころから
晩年まで使用されたもの」とのこと。署名については『相馬御
風遺墨集 資料研究篇』所収の岡村鉄琴「書を中心とする相
馬御風像」、「署名の変遷」参照。
